
四次元医療改革研究会 『電子カルテシステムの改革』
【四次元医療改革研究会の概要と目的】
一般社団法人Medical Excellence JAPAN（MEJ）の近藤 達也 先生が、生前日本は世界3大医療国と自負する中でも解決しなければな
らない課題もあり、その課題を医療にかかわるあらゆるステークホルダーと共に課題解決に取り組む場として、「四次元医療改革研究会」を立上げた。
そして、その医療改革の一丁目一番地として取り上げたのが、「電子カルテシステムの改革」であり、標準化に基づく医療情報の透明化、汎用性の
強化、発展的利活用を果たし、国民の財産である医療情報が国民に大きな裨益をもたらせるための改革となる。

※四次元医療改革研究会とは・・・
MEJ 近藤 達也 先生を会長とし、立ち上げた日本の医療の課題解決に取り組む研究会。2021年9月30日のステアリングコミッティは、笠貫 宏
理事長特任補佐（早稲田大学 特命教授）が会長代行を務めた。
「四次元」の由来：理想的な医療体制を目指す上で、現時点における問題点の国内中心（二次元）の考え方では解決は困難であり、医療
の海外展開という考え方（三次元）や、それに加えて、理想的な姿を反映した「将来」という時間軸を加えた「四次元」が名称の由来
目 的：日本が世界に誇れる安全で先進性のある医療を提供し続けるための乗り越えるべき課題や問題点を、四次元医療改革の方針に沿って、
課題解決に向けた協議を進めることを目的とする。また、本研究会は、レギュラトリーサイエンスの手法を用いてあらゆる面から課題を精査し、様々
な視点から議論をすべく、医療にかかわるあらゆるステークホルダー、外部有識者を加えて構成する。

【ステアリングコミッティ・メンバー】

地域医療連携の拡大、電子カルテや大規模なオーダリングシステムの導入によって
病院間、病院と診療所間、病院内のシステム間での情報交換が困難
ルール（交換規約、用語・コード、フォーマット）を整備し、地域病院間は元より、
国内の医療機関で共通に活用できる医療情報システムを推進
国内で標準化された質の高い医療情報システムを海外にも展開（販売）し、
アジア圏を中心とした国際的な仕組みへの発展

院内は勿論、地域、国内、
国際連携

臨床データの治験への活用、
製薬開発への寄与

医療従事者の気付きや
自己啓発促進

治療のための臨床データの
発展的利活用

患者と医療従事者の為の合理的医療を追求するツールとしての、
電子カルテシステムの改革

• 日本における医療の情報化の取り組みは世界的にも早く、行政の
バックアップもあり、先進的なシステムが開発され普及していった

• しかし、世界が電子情報の活用にかじを切る中、標準化の遅れなど
により、データの二次利用や共通利用の面で大きく後れをとった

• この提言を実行し電子カルテ改革を進めることで、電子カルテを世
界をリードするデジタル医療基盤に発展させることができる

【電子カルテ分科会 委員】※50音順 〇分科会長

世界をリードするデジタル医療基盤に

医療情報の活用および研究利用への電子カルテの準備状況に関するOECDの調査

提言の骨子

【評議委員】 ※50音順

※建制順

1.国は電子カルテシステムのユーザビリティを劇的に向上させる研究
開発に投資し、産業界は新しい情報通信技術を積極的に活用
した画期的な電子カルテユーザーインターフェイスを開発すること

2.国は電子カルテシステムを用いた患者の安全および医療従事者
の診療支援機能の高度化を促進する施策をすすめ、産業界は
単なる紙の置き換えではなく診療業務の理解の上に成り立つ真
に医療に役立つシステムを設計すること

3.国は革新的な医療の開発のために電子カルテの診療情報を共
通して収集できる仕組みを整え、医学界は記載すべき項目の標
準化を進め、産業界は医療従事者の負担なく質の高い標準化
された診療情報を蓄積・提供できる仕組みを開発すること

4.国は国民とともに歩む医療を実現するために医療情報を国民に
還元する制度を整え、産業界はＰＨＲ（Personal Health 
Record）の開発とともに医療機関以外で取得される医療関連
情報をシームレスに取り扱える電子カルテシステムにすること

8つの提言
5.医療を安定的に国民に提供するには医療機関の安定した運営・
経営が必要であり、産業界は電子カルテの蓄積情報をもとにリア
ルタイムで医療機関の運営・経営を支援する機能を提供すること

6.国は必要とされる医療情報の標準の開発を進め、持続的な維
持管理体制を構築し、この標準を我が国の電子カルテシステムに
必須の要件として定義すること

7.国は医療制度を点検しデジタル社会に完全に適応すべく見直し
を図り、医療に関わる産業界は旧弊を改めデジタル改革を進める
こと

8.産業界は、日進月歩の医療に対応し急速に進化するＩＣＴ
（情報通信技術）を活用していくための柔軟な設計をおこない、
国は制度的な支援をおこなっていくこと

提言の全体はこちら

※50音順 ※役職名は依頼当時
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